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本
誌
今
号
の
特
集
に
あ
わ
せ
て
、
本

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
現
代
ア
フ
リ
カ
の
農

村
・
農
民
の
く
ら
し
や
農
業
の
あ
り
方
を

知
る
の
に
役
立
つ
学
術
書
を
紹
介
す
る
。

　
島
田
周
平
著
『
ア
フ
リ
カ
　
可
能
性
を

生
き
る
農
民
―
―
環
境

－

国
家

－

村
の
比

較
生
態
研
究
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会

二
〇
〇
七
年
）
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
と
ザ

ン
ビ
ア
の
農
村
を
事
例
と
し
て
、
ア
フ
リ

カ
の
農
村
と
農
民
の
暮
ら
し
を
総
合
的
に

描
い
て
い
る
。
島
田
氏
に
よ
れ
ば
、
二
地

域
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
特
性
は
、
出
稼

ぎ
な
ど
に
よ
り
農
民
た
ち
の
空
間
移
動
性

が
高
い
こ
と
、
暮
ら
し
を
安
定
さ
せ
る
た

め
絶
え
ず
可
能
性
を
探
り
多
く
の
生
業
に

就
い
て
い
る
こ
と
、
主
食
と
な
る
食
糧
の

生
産
は
保
持
し
つ
つ
も
様
々
な
機
会
を
捉

え
て
活
動
す
る
「
変
わ
り
身
の
早
さ
」
で

あ
る
。

　
ア
フ
リ
カ
で
主
食
と
し
て
栽
培
さ
れ
て

い
る
の
は
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
や
ヤ
ム
イ
モ
な

ど
の
イ
モ
類
や
ト
ウ
ジ
ン
ビ
エ
や
シ
コ
ク

ビ
エ
、
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
雑
穀
で
あ
る
。

こ
う
し
た
イ
モ
類
や
雑
穀
は
ほ
と
ん
ど
が

焼
畑
農
法
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

　
小
川
了
著
『
世
界
の
食
文
化
⑪
　
ア
フ

リ
カ
』（
農
山
漁
村
文
化
協
会
　
二
〇
〇

四
年
）
は
、
マ
リ
の
「
ト
ー
」、
コ
ン
ゴ

の
「
シ
ク
ワ
ン
グ
」、
東
ア
フ
リ
カ
の

「
ウ
ガ
リ
」
な
ど
、
イ
モ
類
や
穀
類
の
固

粥
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
ア
フ
リ
カ
各
地

の
食
文
化
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
噛

ま
ず
に
飲
み
こ
め
る
よ
う
に
主
食
が
調
理

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
主
食
と
副
食
が
お
な

じ
器
に
盛
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
食
事
は
熱

く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
の
三
点
を

挙
げ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
年
は
ア
フ
リ
カ
で
も
都

市
部
を
中
心
に
調
理
が
容
易
な
コ
メ
を
食

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
小
川
氏

に
よ
れ
ば
、
セ
ネ
ガ
ル
で
は
第
二
次
世
界

大
戦
以
降
コ
メ
も
多
く
食
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
輸
入
も
増
え
て
い
る
。
フ

ラ
ン
ス
の
植
民
地
時
代
に
、
同
じ
く
仏
領

だ
っ
た
イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
破
砕
米
が
輸
入

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
広
ま
っ
た
と
い
う
。

　
東
ア
フ
リ
カ
で
も
一
九
九
〇
年
代
以
降

コ
メ
の
消
費
量
は
増
え
て
い
る
。
な
か
で

も
ケ
ニ
ア
で
は
植
民
地
期
に
は
イ
ギ
リ
ス

が
、
独
立
後
は
国
家
が
主
導
し
て
開
発
を

行
い
コ
メ
が
栽
培
さ
れ
て
き
た
。

　
石
井
洋
子
著
『
開
発
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の

民
族
誌
―
―
東
ア
フ
リ
カ
・
灌
漑
計
画
の

な
か
に
生
き
る
人
び
と
』（
御
茶
の
水
書

房
　
二
〇
〇
七
年
）
は
、
ケ
ニ
ア
の
ム
エ

ア
灌
漑
事
業
区
に
お
け
る
米
農
家
の
生
活

戦
略
を
描
く
。
一
九
八
〇
年
に
始
ま
る
構

造
調
整
政
策
以
降
、
ケ
ニ
ア
で
は
規
制
緩

和
と
経
済
自
由
化
が
進
ん
だ
。
こ
う
し
た

な
か
、
国
家
灌
漑
公
社
と
契
約
を
結
ん
で

コ
メ
栽
培
を
行
っ
て
い
た
ギ
ク
ユ
人
入
植

者
た
ち
は
公
社
の
上
意
下
達
な
管
理
方
法
、

コ
メ
の
公
定
価
格
の
低
さ
や
入
植
第
二
世

代
に
対
す
る
水
田
用
益
権
の
制
限
な
ど
に

不
満
を
募
ら
せ
る
。
こ
れ
が
や
が
て
九
〇

年
代
後
半
の
コ
メ
自
由
化
運
動
に
つ
な
が

り
、
農
民
組
合
が
灌
漑
事
業
を
脱
国
営
化

し
た
一
九
九
九
年
、
つ
い
に
コ
メ
自
由
化

が
実
現
し
、
コ
メ
価
格
は
倍
に
な
る
。
し

か
し
、
水
田
の
急
激
な
拡
張
に
よ
る
農
業

用
水
の
枯
渇
や
農
民
組
合
に
よ
る
代
金
不

払
い
な
ど
に
よ
り
、
農
民
の
生
活
は
大
き

く
変
わ
り
不
安
定
さ
も
増
し
た
。
農
民
た

ち
は
、
日
雇
い
労
働
者
で
な
く
家
族
を
コ

メ
作
り
の
労
働
力
と
し
て
使
っ
た
り
、
親

類
を
通
じ
て
遠
隔
地
で
コ
メ
販
売
を
行
っ

た
り
、
さ
ら
に
は
ブ
レ
ン
ド
米
の
路
上
販

売
や
精
米
所
の
経
営
、
密
造
酒
の
製
造
・

販
売
、
現
金
貸
付
な
ど
の
様
々
な
生
活
戦

略
を
と
り
な
が
ら
、
経
済
自
由
化
の
波
を

生
き
抜
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ア
フ
リ
カ
で
栽
培
さ
れ
る
輸
出
換
金
作

物
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料
と
な
る
カ
カ

オ
が
あ
る
。
一
般
的
に
輸
出
作
物
栽
培
と

い
う
と
、
ケ
ニ
ア
の
茶
畑
の
よ
う
に
外
国

資
本
に
よ
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
が
、
ア
フ
リ
カ
の
カ
カ
オ

栽
培
は
、
ア
フ
リ
カ
人
小
農
の
小
規
模
経

営
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
四
方
篝
著
『
焼
畑
の
潜
在
力
―
―
ア
フ

リ
カ
熱
帯
雨
林
の
農
業
生
態
誌
』（
昭
和

堂
　
二
〇
一
三
年
）
は
、
カ
メ
ル
ー
ン
南

東
部
の
バ
ン
ガ
ン
ド
ゥ
人
の
村
で
実
践
さ

れ
て
い
る
、
焼
畑
に
カ
カ
オ
栽
培
を
組
み

込
ん
だ
農
業
を
考
察
す
る
。
バ
ン
ガ
ン

ド
ゥ
の
主
食
は
バ
ナ
ナ
で
あ
る
。
焼
畑
に

よ
る
森
林
開
墾
の
後
、
ま
ず
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
や
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
バ
ナ
ナ
を
植
え
、
次

に
カ
カ
オ
の
苗
木
を
植
え
る
。
カ
カ
オ
の

樹
が
直
射
日
光
に
弱
い
た
め
、
樹
の
周
り

に
半
日
陰
状
態
を
作
る
の
で
あ
る
。
植
え

付
け
後
、
先
に
挙
げ
た
順
番
で
主
食
作
物

が
収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
五
年
ほ
ど

経
過
す
る
と
カ
カ
オ
の
樹
が
生
育
す
る
。

人
び
と
の
生
業
に
お
い
て
、
主
食
の
バ
ナ

ナ
が
通
年
を
通
し
て
収
穫
で
き
る
こ
と
が

最
も
重
要
で
あ
り
、
カ
カ
オ
生
産
は
追
加

的
な
現
金
収
入
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
カ
カ
オ
畑
は
常
畑
化
す
る
の
で
は
な

く
、
通
常
の
焼
畑
と
同
様
に
い
ず
れ
「
森

に
も
ど
る
」
と
い
う
。

　
ち
な
み
に
、
各
章
の
間
に
著
者
の
エ
ッ

セ
イ
「
バ
ナ
ナ
日
記
」
が
挿
入
さ
れ
て
い

て
、
バ
ナ
ナ
を
め
ぐ
る
人
び
と
の
暮
ら
し

の
諸
場
面
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て

お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

（
き
し
　
ま
ゆ
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

図
書
館
）
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